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伸長したところで 1日 1回撹拌 し,澪、すま全体に菌糸が生
1 は じ め に

育したものを試験に用いた。

前報で2),自紋羽病菌 (Rosο ′′jπ

'α

 πocα rrじχ)に汚染   発病抑制効果試験は,ダイコン萎黄病抑制効果試験 と同

されたアズキ培土に, トビムンを移入すると発病が抑制さ  様な方法で汚染区,抑制区及び対照区を作成 した。なお
,

れることを報告した。今回は,同様な方法で,ダ イコン萎  汚染区のP“′ιjれじ醜 菌は,ふ すまとして lg(生重)

黄病菌 Cし sαrjιれ o^γ

"ο
rあmf sp rの力α2,)及 び  添加 した。ホウレンソウ種子を1ポ ットに7粒播種し, 3

ホウレンソウ苗立枯病菌 (Pガんル屁
“
′ιjれこ段)に対す  週間栽培した後,肉眼で苗を観察し,萎縮株を罹病株, 3

る発病抑制効果試験を行ったのでここに報告する。     週間以内の枯死株を枯死株,ま た,萎縮のない株を健全体

とした。
2試 験 方 法

(0 供試 トビムシの選定

当研究室で累代飼育中の数種のうち,シ ャーレ内で培養

したF o aηんαιj菌及びPι′ι′
““

れ 菌を盛んに摂

食し,抑制効果が高いと思われる Fο′sο″jα んjごαんαんα

を用いることとした。

(21 ダイコン萎黄病の抑制効果試験

接種するFο rのたαat菌 は松崎
1)の 方法にしたがい

蚕糞を用いて培養した。すなわち200"の三角フラスコに

30m″ の滅菌水と20gの乾燥蚕糞を加え,煮沸滅菌後に,そ

の中心部にFο r"んαれ 菌の培地小片を接種し,25℃で

培養した。菌糸が直径 3 cm程 に伸長したところで1日 1回

撹拌し,蚕糞全体に菌糸が生育 したものを試験に用いた。

発病抑制効果試験は直径10¨ ,高さ12mの腰高シャーレ

に滅菌風乾土 (当圃場の腐植質黒ボク土)150g,滅 菌水

80m′ を加え,煮沸滅菌 したものを 1ポ ットとした。Fο

r"んαπj菌 は,蚕糞として1ポ ットにつき10粒埋設し,こ

れを汚染区とし,更に トビムシ500個 体添加 したものを抑

制区,どちらも無添加のものを対照区とした。これらのポッ

トを恒温室 (照度60001ux,10時間日長 ,25℃ )に一週間

静置後,ダイコン種子を 7粒ずつ播種し,同 じ恒温室内で

2週間栽培 した後,根を輪切りにして導管部に褐色斑がみ

られない株を健全株とした。

3)ホ ウレンソウ苗立枯病の抑制効果試験

接種するP“ιιじ
“
これ 菌は,松崎法による蚕糞では生

育が貧弱であるため,ふすま培地で培養 した。 300m′ の三

角フラスコに40gのふすま,同量のバーミキュライトと80

能の滅菌水を加え,煮沸滅菌後に,その中む駒こP“ιιι麓
“
滋

菌の培地小片を接種し,25℃で培養した。菌糸が 3m程 に

表 1 トビムシFOιsO凛た んじυttαλαによるダイコ

ン萎黄病の抑制効果

試験区 播種数 発芽数 健全数 罹病数 枯死数

汚染区  70  66
抑制区  70  70
対照区  70  70
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注 接種菌 IFぉαrj″ 7π οI"ρ Oだ″π f Sp r"れαれj,

ダイコン:耐病総太り,播種 2週間後に測定,数値

は3反復の平均本数

表 2 トビムシFο おοれれ 晟ααんα″αによるホウレ

ンソウ苗立枯病の抑制効果

試験区 播種数 発芽数 健全数 罹病数 枯死数

汚染区  70  55  35  15  15
抑制区  70  65
対照区  70  60
注
壊〒ラタ:考纂「探讐了L高法1協准r姦膳[
2反復の平均本数

3 試験結果及び考察

ダイコン萎黄病の汚染区は,枯死株と罹病株が発芽株全

体の4割近くを占めたのに対し,抑制区では発病が認めら

れなかった (表 1)。 これは添加した ヽビムシが, ダイコ

ン萎黄病菌を摂食し,菌密度が減少 し,ダイコン幼植物へ

の菌の感染を妨げたと推察された。

他方,ホ ウレンソウ苗立枯病では,汚染区の発芽率が他

区に比して低かったが,抑制区においても罹病株や枯死株

が発生し,汚染区と抑制区間に明確な差が認められなかつ
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図 1 播種 2週間後のダイコンの根の外観 (左より:対照区,抑制区,汚染区)

た (表 2)。 しかしながら,汚染区では表土全体を,菌糸

が薄く覆っていたが,抑制区は表土に菌糸が見られず,添

加 したトビムンによる菌糸の摂食が行われていたと推測さ

れた。それにもかかわらず,両区間に明確な差異がなかっ

たのは,P“′ιjれこれ菌の生長速度が速く, トビムシの摂

食量を超えていた,ま た, トビムンの行動範囲が表層に限

定された,等が推察された。実験終了後に土壌のpHを測

定したところ,汚染区と抑制区とも,健全区に比べ低下 し

ていた。この2区では,発芽時期にばらつきが大きく,こ

の発芽の遅れた株の大半が苗立枯病菌に感染 していた。ホ

ウレンソウ苗立枯病に対する抑制効果試験は,今後更に追

試が必要であり,こ の際は,規模を大きくした試験区で行

うとともに,土壌空隙の多寡によるトビムンの活動量と
,

その抑制効果の強弱,あ るいは適正な トビムンの添加個体

数などにも検討が必要であろう。

4 ま と め

トビムンの一種 Fο′sο
“

れ 滋a勧 α々たαは,ポ ット内に

おいてF7zψれれ Oπンフ Orしπ f Sp rap力αれ 菌を摂食

し,ダイコン幼苗の萎黄病に対する発病を抑制した。また
,

P″れしれ ιιιけれとれ に対して同様の試験を行 ったが,ホ

ウレンソウ苗立枯病に対する効果は確認できなかった。
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